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句，

m--
、

ル
バ
ー
卒
業
の
し
く
み
等
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。F

に
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業

ン
ト
ピ
ア
大
竹
)
多
日
的
ホ
!
ル
に
て
、
会
員
五

土
ハ
名

(
出
席
者
二
三
五
名
、
表
決
委
任
者
二
八

一
名
)
の
出
席

の
も
と
に
、
第
二
十
八
同
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

松
本
滋
雄
理
事
長
の
挨
拶
の
あ
と
、
永
年
在
籍
表
彰
(
十

年
)
が
行
わ
れ
、

三
十

一
名
の
方
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た

議
長
に
、
白
石
地
区
の
後
藤
晃
正
氏
を
選
出
。
続
い
て

議
事
録
署
名
人
に
、
白
石
地
区
の
山
重
幸
雄
氏
、
玖
波
地

区
の
大
知
富
士
子
氏
を
選
出
し
て
審
議
に
入
り
、
い
ず
れ

の
議
案
も
原
案
通
り
可
決
本
認
さ
れ
ま
し
た

δ

第

一

号

議

案

平

成

二
0
年
度
事
業
報
告
承
認
の
件

第
二
号
議

案

平

成

一0
年
度
決
算
報
告
承
認
の
件

会
計
監
査
報
告

第
三
号

議

案

平

成

二
十

一
年
度
事
業
計
画
本
認
の
件

第

四

号

議

案

平

成

二
十

一
年
度
収
支
予
算
承
認
の
件

第
五
号
議
案
役
員
の
選
任
に
つ
い
て

c

・
申 

ハ
岡
田

'
A

笛五
月
二
十
九
日 

ω、
大
竹
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
(
サ

審
議
終
了
後
に
は
、
広
島
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
参
与
の
琴
原
光
生
氏
に
よ
る

「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
活
性
化
・
よ
り
良
い
事
業
運
営
」

と
題
し
た
講
演
を
行
い
、
シ

今
年
度
も
「
自
主

・
自
立
・
共
働

・
共
助
」
の
理
念
の

の
更
な
る
発
展
と
地
域
社
会
に
密
着
し
、
期
待
さ
れ
、
喜
ば
れ
る
セ
ン
タ
ー
づ
く
り
を
目
指
し

て、

一
一
層
の
努
力
を
傾
注
し
て
参
り
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
は
、
更
な
る
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

選
任
さ
れ
た
新
役
員

松

本

滋

雄

理
事

監
事

後

藤

晃

正

松

本

昇

村
田

{
子
野 

中森小樋伊
村本池口藤

一 忠久弘文
誠 雄子子雄

松小藤江

彦生

本玉森藤

光 玲岩
弘勇子雄

和英

(
敬
称
略
)

• 


./ 

小
田

本
名

田…、水
(
敬
称
略

繁隆源
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会
あ
い
さ
つ
(
要
旨
)

理
事
長松

本

滋
雄

第
二
十
八
回
通

常
総
会
に
当
た
り

ま
し
て
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

本
日
は
多
数
の
会
員
皆
様
の
ご
出
席
を
頂

き
、
来
賓
と
し
て
公
務
多
忙
の
な
か
市
長
代

理
の
松
崎
副
市
長
、
議
長
代
理
の
田
中
副
議

長
、
議
会
常
任
委
員
会
か
ら
原
田
総
務
文
教

委
員
長
、
二
階
堂
生
活
環
境
委
員
長
、
廿
日

市
公
共
職
業
安
定
所
大
竹
出
張
所
の
角
所
長

な
ど
、
所
管
に
係
わ
る
皆
様
方
の
ご
臨
席
を

賜
り
、
盛
大
に
開
催
で
き
ま
す
こ
と
を
心
か

ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
は
米
国
証
券
大
手
の
経
営
破
綻

か
ら
全
世
界
を
巻
き
込
ん
だ
景
気
後
退
が
始
ま

り
、
我
が
国
に
お
い
て
も
外
需
・
内
需
と
も
に

大
き
く
冷
え
込
み
、
殊
に
自
動
車
産
業
の
低
迷

が
激
し
く
、

雇
用
情
勢
も
悪
化
の

一
途
を
た
ど

っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
に
推

移
し
た
平
成
二
十
年
度
の
事
業
実
績
は
、
会
員

数
五
三
六
名
で
ほ
ぼ
前
年
並
み
、
受
託
額
は
派

遣
を
併
せ
て
も
二
億
九
千
万
円
で
前
年
よ
り
二

千
万
円
の
減
少
、
就
業
率
は
八
十
九
%
で
五
%

の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
受
託
額
で
は
県
下
二
十
二
の
シ

ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー
中
、
八
番
目
に
当
た
り
ま

す
が
、
会
員
一
人
当
た
り
で
み
る
と
五
十
四

万
円
と
な
り
、
県
平
均
の
四
十
二
万
円
を
大

き
く
上
回
っ
て
依
然
と
し
て
一
位
の
座
を
占

め
て
お
り
ま
す
。

事
業
の
面
で
は
、

根
幹
と
な
る
受
託
事
業

実
施
の
ほ
か
、
普
及
啓
発
を
図
る
シ
ル
バ
ー

フ
ェ
ア
の
開
催
、
小
学
生
を
対
象
に
夏
休
み

な
ど
に
行
っ
た
子
育
て
支
援
チ
ピ
ッ

コ
ふ
れ

あ
い
サ
ロ
ン
、
郵
定
枝
葉
チ
ッ
プ
化
に
よ
る

環
境
保
全
事
業
、
更
に
は
団
塊
世
代
定
年
後

の
自
立
促
進
情
報
の
提
供
な
ど
、
多
く
の
事

業
を
行
い
、
所
期
の
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

人
口
三
万
人
の
わ
が
街
に
お
い
て
、
数
万

都
市
に
相
当
す
る
多
彩
な
事
業
を
行
え
る
の

も
、
ひ
と
え
に
行
政
当
局
の
ご
指
導
、
ご
援

助
は
も
と
よ
り
、
発
注
者
の
ご
理
解
、
会
員

を
始
め
役
職
員
の
ご
尽
力
の
賜
で
あ
り
重
ね

て
お
札
を
申
し
上
げ
ま
す
。

新
年
度
は
景
気
浮
揚
の
た
め
政
府
主
導
の

も
と
に
大
型
予
算
が
編
成
さ
れ
、
様
々
に
施

策
が
実
施
さ
れ
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
シ

ル
バ
ー
事
業
に
お
き
ま
し
で
も
低
迷
す
る
受

託
事
業
の
安
定
化
を
図
る
ほ
か
、
子
育
て
支
援
、

緑
の
リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
補
助
事
業
の
充
実
に

よ
る
就
業
機
会
の
拡
大
も
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
好
調
な
レ
ス
ト
ラ
ン
運
営
、
弁
当

配
食
、
努
定
枝
葉
チ
ッ
プ
化
な
ど
の
独
自
事

業
も
、
よ
り
積
極
的
な
展
開
を
図
り
、
効
率

的
な
運
営
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

活
力
あ
る
社
会
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、

生
産
と
消
費
の
好
循
環
が
不
可
欠
で
あ
り
ま

す
。
高
い
就
業
意
欲
を
持
つ
、
元
気
な
シ
ル

バ
ー
世
代
の
誰
も
が
健
康
と
就
業
に
恵
ま
れ
、

社
会
の
支
え
手
と
し
て
地
域
社
会
の
発
展
に

貢
献
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

シ
ル
バ

ー
事
業
の
健
全
な
発
展
の
た
め
今

後
と
も
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

一
一
月
十
四
日 

ωの
朝
、
関
係
者
の
心
配
を

よ
そ
に
開
会
を
待
ち
き
れ
な
い
来
場
者
が
、

既
に
四 

人
程
度
の
行
列
を
作
っ
て
い
る
。

昨
年
ま
で
は
、
県
連
合
会
の
お
膳
立
て
に

よ
る
シ
ル
バ
ー
フ
ェ
ア
が
広
島

・
福
山
な
ど
、

集
客
力
の
あ
る
大
都
市
で
聞
か
れ
て
い
た
の

だ
が
、
指
定
管
理
者
と
し
て
の
克
務
か
ら
施

設
利
用
者
の
増
加
を
図
る
た
め
と
は
い
え
、

「自
主
・
自
立

・
共
働
・
共
助
」
の
シ
ル
バ

ー
理
念
に
則
り
、
単
独
で
、
し
か
も
大
竹
市

の
コ
ミ
サ
ロ
の
中
で

一
番
利
用
客
の
少
な
い

元
町
の
コ
ミ
サ
ロ
が
会
場
な
の
だ
か
、
わ
無
理

も
な
い
。

結
果
的
に
は
、
初
日
十
四
日
に
四
五 

人、

翌
十
五
円
に
三
五 

人
の
合
計
八 

人
の

来
場
者
が
あ
り
、
こ
の
界
隈
で
は
秋
の
大
竹

祭
り
以
来
の
人
で
賑
わ
っ
た
。

玄
関
前
の
広
場
で
は
、
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー

の
後
、
そ
の
日
収
穫
し
た
ば
か
り
の
野
菜
や
、

会
員
持
ち
よ
り
の
加
工
品
、
尾
道
市
シ
ル
バ

ー
に
紹
介
し
て
頂
き
、
直
接
買
い
付
け
た
柑

橘
類
な
ど
が
並
び
、
焼
き
鳥
コ
ー
ナ
ー
も
あ

っ
た
。無

料
で
振
舞
わ
れ
た
ぜ
ん
ざ
い
や
豚
汁
の

コ
ー
ナ
ー
で
は
行
列
が
絶
え
な
か

っ
た
し
、

先
着

一 OO

O
名
へ
の
紅
白
餅
配
布
や
、
カ
ブ

ト
虫
の
幼
虫
セ
ッ
ト
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
人
気

を
集
め
た
。

建
物
内
で
は
、
一
階
に
県
内
シ
ル
バ
ー
か

ら
の
特
産
品
、
神
石
高
原
町
シ
ル
バ
ー
の
手

作
り
味
噌
、

三
次
市
シ
ル
バ
ー
の
和
知
の
狂

言
味
噌
、
海
田
町
シ
ル
バ
ー
の
ひ
ま
わ
り
煎

O

O
O O

開会セレモニーのテープカット

餅
、
廿
日
市
市
シ
ル
バ
ー
の
シ
ダ
能
製
品
等

を
展
示
販
売
、
注
目
を
集
め
味
噌
や
煎
餅
は

完
売
と
な
っ
た
。

二
階
に
は
、
会
員
の
絵
画
・

沓
等
の
力
作

を
展
示
し
た
ほ
か
、
昔
の
大
竹
が
偲
ば
れ
る

写
真
や
リ
フ
ォ
ー
ム
作
品
の
展
示
、
会
員
の

手
作
り
作
品
展
示
即
売
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら

れ
、
多
く
の
来
場
者
の
関
心
を
買
っ
て

い
た
。

ま
た
、
一
階
で
は
「
翁
達
磨
」
で
有
名
な

高
橋
邦
弘
氏
の
直
下
弟
子
で
も
あ
る
時
原
市

の
村
上
登
氏
に
よ
る
臨
時
の
本
格
手
打
ち

蕎
麦
庖
も
オ
ー
プ
ン
し
、
香
り
の
高
い
蕎
麦

の
味
を
充
分
堪
能
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

さ
て
、
こ
の
ミ
二
シ
ル
バ
ー
フ
ェ
ア
を
今


年
は
、
十
二
月
五
日 
1
六
日
に
予
定
し
て
お
り
、


前
回
よ
り
さ
ら
に
内
容
の
充
実
し
た
フ
ェ
ア


と
な
る
よ
う
準
備
中
で
す
。
乞
う
ご
期
待
。


目

F

，-、
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『
シ
ル
バ
ー
入
室
と
健

松

原

茂

永
年
勤
め
た
会
社
を
定
年
退
職
し
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
入
会
す
る
と
と
も
に

「
西
広
島
タ
イ
ム
ス
」
と
い
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ

O
O

ィ
紙
の
配
布
仕
事
に
従
事
す
る
こ
と
と
な
り
、

毎
週
末
、
暑
い
日
も
寒
い
日
も
二 

'-

部
の

新
聞
を
抱
え
て
、
立
戸
地
区
の
急
な
坂
道
を

登
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
五
月
二
十
七
日
に
逝
去
さ
れ

た
日
本
歌
謡
界
の
巨
匠
、
作
詞
家
の
石
本
美

由
起
氏
は
、
大
竹
市
立
戸
地
区
の
出
身
だ
が
、

氏
の
代
表
作
の
ひ
と
つ
に
「
柿
の
木
坂
の
家
」

と
い
う
作
品
が
あ
る
。
あ
る
雑
誌
に
「
こ
の

作
品
の

モ
デ
ル
は
故
郷
大
竹
に
あ
る
生
家
に

程
近
い
坂
道
の
途
中
に
実
を
た
わ
わ
に
つ
け

た
柿
の
木
が
あ
り
、
そ
の
情
景
を
思
い
描
き

な
が
ら
作
り
ま
し
た
」
と
あ

っ
た
。

も
う

一
つ
、
氏
の
代
表
作
と
し
て
有
名
な


作
品
「
憧
れ
の
ハ
ワ
イ
航
路
」
が
あ
る
が
、


こ
の
作
品
も
生
家
の
あ
る
立
戸
地
区
の
坂
道


を
登
り
き
っ
た
高
台
か
ら
、
眼
前
に
瀬
戸
内


の
海
が
望
め
、
遠
く
の
沖
合
に
貨
物
船
が
見


え
る
情
景
を
ハ
ワ
イ
航
路
と
ダ
ブ
ら
せ
て
作


詞
さ
れ
た
と
聞
い
て
い
る
。


そ
の
昔
、
氏
も
息
を
切
ら
し
て
登

っ
た
の

だ
ろ
う
と
思
い
な
が
ら
私
も
頑
張

っ
た
。

そ
の
お
か
げ
か
ど
う
か
は
知
ら
な
い
が
、

足
腰
が
鍛
え
ら
れ
、
今
日
ま
で
ど
う
に
か
健

康
体
で
働
か
せ
て
も
ら

っ
て
い
る
。

『
前
田
定
作
業
に
つ
い
て
』卸

川

澄

雄

セ
ン
タ
ー
に
入
会
し
て
七
ヶ
月
が
過
ぎ
た

頃
に
「
緑
化
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
講
習 

(大
竹
)」

の
募
集
が
あ
り
、
庭
の
郵
定
を
自
分
で
行
う

な
ど
、
郭
定
仕
事
に
興
味
も
あ

っ
て
早
速
申

し
込
ん
だ
。

講
習
で
は
、
郵
定
技
術
の
向
上
に
加
え
て

草
刈
り
機
、
チ
ェ
ー
ン
ソ 

、
脚
立
な
ど
の

道
具
の
扱
い
方
、
現
定
ハ
サ
ミ
の
研
磨
等
、

郭
定
作
業
に
対
す
る
心
構
え
か
ら
安
全
作
業

ま
で
幅
広
く
指
導
し
て
頂
き
、
大
変
勉
強
に

i

な
っ
た
。

講
習
終
了
後
に
、
こ
れ
を
機
に
弗
定
作
業

に
従
事
し
て
み
ま
せ
ん
か
と
進
め
ら
れ
、
勢

定
班
に
入
れ
て
貰
っ
た
が
、
私
の
よ
う
な
未

熟
者
で
良
い
の
だ
ろ
う
か
と
、
自
問
自
答
の

毎
日
で
し
た
が
、
先
輩
会
員
の
指
導
を
受
け

な
が
ら
五
ヶ
月
が
過
ぎ
た
。

初
め
の
う
ち
は
、
先
輩
が
半
分
摘
ん
だ
植

『
操
公
民
館
を
訪
ね
て
」

栄
公
民
館
は
、
昭
和
五
十
六
年
開
設
と
古

く
、
地
元
住
民
に
は
誰
し
も
慣
れ
親
し
ん
で
、

よ
く
利
用
さ
れ
て
い
る
-
公
民
館
で
す
。

昨
年
ま
で
、
一
般
公
募
で
採
用
さ
れ
た
館


長
が
配
属
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
任
期
満
了


と
、
経
費
削
減
と
効
率
化
推
進
に
よ
っ
て
、


今
年
度
よ
り
生
涯
学
習
課
長
が
兼
務
す
る
こ


と
と
な
り
、
公
民
館
業
務
を
当
セ
ン
タ
ー
の


派
遣
就
業
の
形
態
で
勤
め
さ
せ
て
頂
く
こ
と


に
な
り
ま
し
た
。

(
小
方
公
民
館
も
同
じ
)


八
月
二
十
七
日
、
取
材
の
た
め
訪
問
、
当


日
は
森
本
会
員
の
出
勤
日
で
し
た
。
勤
務
時


O

聞
は
、
日
勤
が
午
前
八
時
三 

分
か
ら
午
後


瓦
時
三 

分
ま
で
、
夜
勤
は
午
後
五
時
三


分
か
ら
十
時
ま
で
の
こ
交
代
制
で
、
会
員

一


名
と
嘱
託
職
員
の
女
性

一
名
と
の
二
名
体
制


の
勤
務
で
す
。
あ
と
日
曜
日
は
別
の
二
交
代


O

制
で
、
休
館
日
の
水
曜
日
と
祭
日
が
休
日
と O

木
を
算
定
し
て
、
仕
上
が
り
具
合
を
見
て
貰

い
、
悪
い
と
こ
ろ
を
指
摘
し
て
頂
い
た
り
し

た
が
、
最
近
で
は
手
直
し
も
な
く
褒
め
ら
れ
、

菊
定
作
業
に
も
自
信
が
わ
き
、
ス
ム
ー
ズ
に

作
業
を
こ
な
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
研
舗
を
積
み
、
先
輩
に
追
い
つ
き

追
い
越
せ
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま

す
っ

な
り
ま
す
。

一
口
に
公
民
館
業
務
と
言
っ
て
も
公
民
館

に
よ
っ
て
違
い
、 

①
公
民
館
利
用
受
付
、
②

使
用
料
の
収
納
、 

①
印
鑑
証
明

・
住
民
票
の

発
行
(
小
方
公
民
館
は
な
し
て
④
図
書
の

受
付

・
整
理
整
頓
、 

⑤
印
刷
機
他
器
具
の
管

理、
 

⑤
そ
の
他
色
々
、
多
種
多
様
で
最
初
は

戸
惑
う
こ
と
が
多
か

っ
た
よ
う
で
す
。

森
本
会
員
に
最
近
の
状
況
を
尋
ね
る
と
「
派

遣
さ
れ
て
約
五
ヶ
月
に
な
り
ま
す
が
、
レ
ジ

の
取
扱
い
は
個
々
の
打
ち
込
み
と
な
り
、
間

違
う
こ
と
が
多
々
あ
り
、
一
人
の
際
は
特
に

注
意
を
要
す
る
」
と
の
こ
と
、
ま
た
、
「
不

慣
れ
な
こ
と
か
ら
、
窓
鍵
の
施
錠
点
検
洩
れ

や
、
解
錠
が
な
か
な
か
出
来
ず
に
笹
備
保
障

の
方
に
来
て
も
ら
っ
た
」
こ
と
も
あ
っ
た
そ

う
で
す
。

最
近
で
は
、
施
錠
点
検
リ
ス
ト
を
作
り
チ

ェ
ッ
ク
洩
れ
も
な
く
な
り
ま
し
た
。

就
業
中
は
、
本
庁
の
窓
口
と
同
様
に
笑
顔

で
応
対
し
、
苦
情
・
相
談
事
な
ど
も
、
親
切

・

丁
寧
を
モ
ッ
ト
ー
に
心
掛
け
て
い
る
そ
う
で

す
。

村
田
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…… い
…
日

七
月
一
�
 

H H…..日

画

…
�
 

U

い
�
 

r
t
l与
�
 

一
円四
円
台
�
 

長
過
ぎ
に
宇
治
に
到
着
。

(内
宮
)

圃圃
・
・
週
�
 

「宇
治
の
平
等
院
・
鳥
羽
・
伊
よ
っ
て
軒
並
み
キ
ャ
ン
セ
ル
と
な
り
、
京
都
策
が
施
さ
れ
て
い
る
最
新
の
高
速
道
で
あ
る
。
入
口
の
神
聖
な
圃
・
圃

司・

・・・・
圃


観
光
客
が
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
に
視
認
性
の
向
上
な
ど
様
々
な
環
境

・
安

全

対

神

宮

�

 

側
二
車
線
の
う
え
に
側
道
も
走
行
事
並
み
い
よ
い
よ
内
宮
圃
・
圃
繭
歩

一

色
一

観
光
や
修
学
旅
行
な
ど
で
京
都
を
訪
れ
る
の
広
さ
が
確
保
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
他
に
も
へ
と
向
か
っ
た
。
圃
・
圃

綜

遺

伝

一

・

E
id周
到

噛

キ
リ

副
司
�
 
遠

山

Jyi
む

関

整

三

aFhE
Fz
tJa
w

久
保
田
征
四
郎

n 日

今
回
は
、

勢
神
宮
」
を
巡
る
一
泊
二
日
の
パ
ス
旅
行
と
の
観
光
業
界
で
は
大
き
な
痛
手
と
連
日
、
テ
鳥
羽
市
の
ミ
キ
モ
ト
真
珠
島
へ
は
、

三
度

日
な

っ

た

。

レ

ピ

や

新

聞

で

報

道

さ

れ

て

い

た

が

、

世
界
へ
の
架
け
画
間
際

意
外
目
に
な
る
が
、
往
時
に
は
新
婚
旅
行
の
メ
ッ
橋
と
い
わ
れ
る

薗
圃

国
河
悶
凶
主

O
一
班
六
月
二
十
五
日
i
二
十
六
日
、

E
I三
日
に
分
か
れ
て
、
総
勢

一二

…

名

が

参

加

し

た

。

て

感

二
班
と
賑
や
か
で
観
光
客
の
故
も
多
い
の
に
驚
く
、
カ
と
な
っ
た
観
光
地
ら
し
く
、
今
回
の
参
加
宇
治
橋
(
長
さ

薗
・
圃
闘
習
慣
簡
』

司----司-区
圃担同
司圃・
は

二
灯
、
田
岡
�
 8-a4
調
泊

…

梅
雨
時
期
で
あ
り
な
が
ら
、
平
生
の
行
い
平
等
院
は
平
安
時
代
後
期
の
一
�
 

年
に
一

司

噴

出

川

河

お

…
が
良
い
の
か

一
班

・
ニ
班
共
に
晴
天
に
恵
ま
に
、
時
の
関
白
藤
原

頼

通

に

よ

り

建

立

さ

れ

明

治
二
十
六
年
に
世
界
で
初
め
て
真
珠

の

度

の

架

替

工
事
詐

蟻

道

場

直

，、
�
 

刷
伊

'

-

，
・同国，� 

昭
和
三

副
諸h

島
副
明
暗
舟
民
�
 

I O

O

s
w
E

R
E
S
k

さ
す
が
は
観
光
都
市
京
都
だ
な
と
あ
ら
た
め
者
の
中
に
新
婚
旅
行
で
来
た
と
い
う
方
が
何
約

一
�
 

心
し

た

。

人

か

い

て

、

み

ん

な

に

冷

や

か

さ

れ

な

が

ら

幅

約

八

四

五
三
年

も

懐

か

し

そ

う

で

あ

っ

た

。

は

二

�

 

O

訂
)
圃
・
民

・

一
二
�
 

百
渡
始
式
)
島
副
眠
司
嗣
-掬
蔀
品

士

、
長
丁
場
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
少
し
早
十
二
月
に
は
古
都
京
都
の
文
化
財
の

一
部

と

物

館

や

美
術
工
芸
な
ど
の
展
示
施
設
が
あ
る
。
で
、
五
十
鈴
川

園
田
園
�
 3
2
EF

れ
る
中
、
私
は
一
班
で
参
加
さ
せ
て
貰
っ
た
。
た
阿
弥
陀
堂
で
、
昭
和
二
十
五
年
�
 

養
殖
に
成
功
し
、
以
来
、
栄
華
を
極
め
た
御
中
(
本
年
十

一
�
 

{

関
西
方
面
で
の
交
通
渋
滞
を
避
け
る
こ
と
十
二
年
に
か
け
て
大
改
修
さ
れ
、
平
成
六
年
木
本
幸
吉
氏
が
手
に
入
れ
た
島
で
、

真
珠

博

月

一一

日
い
早
朝
の
六
時
に
大
竹
を
出
発
。
し
て
世
界
文
化
遺
産
に
も
登
録
さ
れ
て
い
る
。
中
で
も
、
海
女
の
潜
水
実
演
は
郷
土
色
一
杯
の
お
手
洗
場
で
手
を
清
め
、
深
い
森
に
つ
つ
�
 
υ

車
中
で
は
若
い
ガ
イ
ド
さ
ん
の
案
内
を
子
ま
た
、
外
観
が
尾
の
長
い
烏
が
翼
を
広
げ
で
よ
か
っ
た
が
、
今
で
は
本
物
の
海
女
で
は
ま
れ
て
神
々
し
い
参
道
を
進
み
、

正
殿
(
約
…
�
 

…
守
歌
代
わ
り
に
、
ウ
ト
ウ
ト
し
な
が
ら
聞
く
。
た
よ
う
な
形
を
し
て
い
る
こ
と
や
阿
弥
陀
堂

な
く
、
観
光
用
に
雇
用
し
た
従
業
員
の
方
だ
�
 

2
0
0
0年
前
に
天
照
大
御
神
鎮
座
)
に
無
日
�
 

u
i
a

v

H

E

幸

い

大

き

な

渋

滞

に

出

く

わ

さ

ず

に

午

前

十

中

堂

の

大

棟

の

南

北

両

端

に

鳳

風

が

飾

ら

れ

そ

う

だ

。

病

息

災

を

祈

願

し

た

て
い
る
こ
と
か
ら
別
名
鳳
風
堂
と
も
呼
ば
れ
、
鳥
羽
湾
を
望
む
高
台
に
あ
る
宿

「旅

荘

海

こ

の

神

宮

は

貴
く
国
の
最
高
神
と
の
こ
と
、

日
�
 

十
円
硬
貨
に
は
平
等
院
鳳
風
堂
が

一

万

円

札

の

蝶

」
で
は
、

温
泉
で
疲
れ
を
い
や
し
、
当

敷

地

は

約

五

五

0

0
っ
て
大
竹
市
(
約
七

…
�
 

一一
岨
閉
園
園
田
園
間

)
の
約
七
割
の
広
さ
が
あ
る
。
次

4

幽
�
 ・
田
圃
圃
瞬一
ム司

hJ 

H
 

薗

圃

司

]

治
国
国
園
圏
瞬
聡
↑

一一

に
は
屋
根
に
飾
ら
れ
て
い
る
鳳
凪
が
デ
ザ
イ
然
な
が
ら
豪
華
海
の
幸
に
舌
鼓
を
打
ち
な
が
八
�
 
o
o

ン
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
も
有
名
で
あ
る
。
ら
酒
を
酌
み
交
し
、
至
福
の
時
を
過
ご
せ
た
。
回
の
式
年
一
生
宮
は
平
成
二
十
五
年
で
、
す
で

い

F

M
l

園
田
面
画
圃
�
 
，
�
 

ι・
圃

園

田

一

町
幅
一
一

堂

調

胴

瞳

J

・

と
り
あ
え
ず
令
員
で
鳳
胤
堂
を
パ
ッ
ク
に
翌
日
は
、
夫
婦
岩
で
有
名
な
二
見
が
浦
を
に
隣
接
す
る
候
補
地
で
は
準
備
が
進
め
ら
れ

日
�
 

H

h

=

・

困

層

一

部

監

刊

鼠
圃

圃

圏

圃
「
一
一
.
一
出

園

田

国

圃

�

 5

.

臨

ia
.
.
.
.，
一
一
園
町

一

c

経
て
、
伊
勢
神
宮
の
歴
史
と
文
化
が

一
目

で

て

い

た

。

�

 

“

三
年
に
開
館
し
た
鳳
風
館
に
は
分
か
る
神
話
古
館
を
見
学
、
神
宮
の
始
ま
神
宮
前
の
お
か
げ
横
町
で
昼
食
も
早
々
に
�
 
…
�
 

記
念
撮
影
�
 

一
九
四
一

闘

平

成

十

・

平
安
貴
族
の
一

端
に
触
れ
る
こ
と
が
出
来
た
。
た
調
度
品
、
伝
統
と
格
式
の
あ
る
美
術
工
芸
賞
味
期
限
で
問
題
と
な
っ
た

「赤
福
」

も
賑

…

今
回
、
伊
勢
志
摩
方
面
を
旅
行
先
と
し
て
品
な
ど
の
展
示
品
を
見
学
。
神
宮
の
歴
史
を
わ
っ
て
い
た
。

…

選
ん
だ
理
由
の
一
つ
に
、
新
名
神
高
速
道
が
知
る
の
に
非
詰
に
参
考
に
な
っ
た
。
帰
路
の
途
中
、
タ
ヌ
キ
の
置
物
で
有
名
な

い

開
通
し
、

こ
の
方
面
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
大
変
年
間
二
ハ
O
万
人
の
参
拝
客
が
訪
れ
る
伊
信
楽
陶
芸
村
に
寄
っ
て
縁
起
物
の
小
振
り
え

雲
中
菩
薩
像
な
ど
様
々
な
宝
物
が
展
示
さ
れ
、

り
、
祭
り
の
様
子
、
式
年
遷
宮
で
奉
納
さ
れ
み
や
げ
屋
巡
り
、
さ
す
が
に
観
光
客
が
多
い
�
 
0

便
利
に
な
っ
た
こ
と

-

・
・
.
一

剖

a

U
M

te--.EE

圃
・
圃
・
圏
一

一

圃

銅
檀
�
 

守

・・・・・・� 

‘.町
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・
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崎
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【
鈎
り
タ
ラ
フ
の
活
動
報
告
】

昨
年
暮
れ
に

「釣
り
ク
ラ
ブ
」
が
発
足
し
、

現
在
四
十

一
名
の
方
が
入
会
し
て
い
ま
す
。

高
齢
の
た
め
、
安
全
を
最
優
先
し
、
近
場
で

楽
し
い
釣
り
を
ス
ロ
ー
カ
ン
に
掲
げ
、
早
速
、

第

一
回
目
の
釣
り
大
会
を
五
月
十
六
円
出
に

行
い
ま
し
た
。

当
日
は

一
七
名
の
参
加
が
あ
り
、
小
方
港

か
ら
船
舶
四
隻
に
分
乗
し
て
宮
島
周
辺
で
大

い
に
腕
を
揮
っ
た
が
、

大
漁
と
は
程
遠
い
釣

果
で
し
た
の
た
だ
、
大
会
の
景
品
に

「樋
口

釣
具
庖
」
よ
り
高
級
船
竿
2
本
を
提
供
し
て

頂
き
、

「大
物
質」

、
「最
多
釣
果
賞
」
と
し

て
渡
す
こ
と
で
き
、
初
回
と
し
て
は
ま
ず
ま

(5)平成  21年 9月 15日 大竹シルバーだより (第 26号)

土
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才
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佐
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藤
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井
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ヨ
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男

U
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Fr
t
u

受
章
、

中
旧
美
代
子

新

畑

隆

志

柳

沢

助

藤

本

秋

人

森

本

静

雄

北
島

道
寛

久
保
田
征
凶
郎 

稲中出
垣 西崎

州
子

光
子

征
昭

(敬
称
凶
町 
}

受賞 された皆さん砂

酒盛り後で大満足の面々

@当センターでは大竹市内巴お住まいで、原則60歳

以上で瞳康で働く意欲のある万を募集しています。

@セッターでは、様々芯仕事を(個人・家庭・企業・

公共・各種団体等)からお引き受けしております。 

-R許胃撃事理沼市軍軍司・

す
が
す
が
し

い
ゴ
ル
フ
晴

れ
と
な
り
、

若
葉
が
と
て

も
美
し
く
、

皆
さ
ん
も
頑
張
ら
れ
ま
し
た
。

ず
の
盛
り
上
が
り
で
し
た
。

二
回
目
は
、
八
月
一
一
回
国
釣
り
ク
ラ
ブ
メ

ン
バ
ー
の
親
睦
を
兼
ね
、
船
釣
り
と
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
を
企
画
し
ま
し
た
。

当
日
は
、

事
務

局
を
代
表
し
て
松
本
局
長
に
も
出
席
し
て
頂

き
、
参
加
者
二
十
一
名
が
午
前
中
、
宮
島
・

可
部
島
付
近
で
の
船
釣
り
と
陸
釣
り
を
楽
し

み、

長
か
ら
可
部
島
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
楽

し
み
ま
し
た
。

特
に
み
ん
な
が
堪
能
し
た
の

は、

昔
有
名
応
で
コ
ッ
ク
を
し
て
い
た
会
員

ゴ
ル
フ
同
好
会

「 

」
会
で
は
、
ゴ

が
、
釣
り
あ
げ
た
ば
か
り
の
魚
を
、
そ
の
場

で
刺
身
や
せ
ご
し
、
焼
き
魚
に
全
員
大
満
足
。

冷
た
い
ピ 
1
ル
も
大
い
に
進
み
ま
し
た
。

次
回
は
、
一 

月
に
大
野
瀬
戸
の
牡
鵬
イ


カ
ダ
周
辺
で
、
ア
ジ
釣
り
を
予
定
し
て
い
ま


す。



尚
、
ト
イ
レ
付
き
の
船
も
有
り
ま
す
の
で
、

女
性
の
入
会
は
大
歓
迎
で
す
。
句
の
魚
を
求

め
て
、
皆
様
と
楽
し
く
過
ご
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

O

O
S
C

優

勝

小

田

源

三

氏

二

位

首

藤

数

馬

氏

三

位

宮

本

英

夫

氏

次
回
は
、
年
末
頃
に
開
催
す
る
予
定
で
す
。

ル
フ
を
愛
さ
れ
て
い
る
仲
間
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

入
会
希
望
の
方
は
、

事
務
局
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。
特
に
女
性
会
員
の
方
大
歓

迎
で
す
。

ゴ
ル
フ
同
好
会

本
名
隆
史

釣
り
同
好
会
に
入
会
を
希
望
す
る
方
は
事

務
局
ま
で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

釣
り
同
好
会

村
岡
勝
利

C
五
月
二
十
同
州
恒
例
の
第
十
六
回
「

」
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
総
勢
十
三
人
の
参

加
で
、
美
和
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
で
開
催
し
ま
し

O

S 

た。
天
気
予
報
で
は
、
六
O
%
の
阿
に
な
っ
て

い
ま
し
た
が
、
平
素
の
行
い
が
良
い
の
か、
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e

O

非
ご
利
用
下
さ
い 

ト 

(シ
ル
バ

ー
市
)
を

一 

月
か
ら
始
め
ま

O

O

-
一 

一 

年
版
の
会
員
手
帳
の
予
約
を
受

け
付
け
ま
す
。O

半
額
の
ご」
ニ 

円
で
す
。

い
て 

事

自

「
シ
ル
バ
ー
フ
リ
l
マ
ー
ケ
ッ
ト

G
す 

梅
干
し

・
漬
け
物
)

等
は
、
毎
週
土
・
日

曜
日
の
み
と
し
ま
す
。

物
が
溢
れ
て
い
る

時
代
、
「
も

っ
た
い
な

い
」

の
精
神
で
、
不

必
要
な
人
か
ら
必
要

な
人
へ
、

会
員
皆
さ
ん
の
ご
家
庭
に
あ
る
品
々

を
お
持
ち
寄
り
下
さ
い 

販
売
価
格
は
提
供
者

(
会
員 
)
が
自
由
に


お
決
め
下
さ
い 

出
さ
れ
た
物
品
が
売
れ
れ


ば
販
売
価
格
か
ら
場
所
代
等
の
必
要
経
費


(
販
売
価
格
の
五
%
)
を
差
し
引
い
て
配
分

金
と
し
て
お
支
払
い
致
し
ま
す 

詳
細
に

つ
き
ま
し
て
は
、

事
務
局
に
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。
(宮
5
7
1
6
1
0
0
)

c

c

c

平
成
二
十

一
年

度
の
緊
急
雇
用
対

策
事
業
と
し
て
、

河
川
雑
木
雑
草
等

除
去
及
び
林
道
周

辺
の
枯
木
伐
採
の

お
仕
事
が
市
土
木

c

課
よ
り
委
託
さ
れ

ま
し
た
。

新
規
会
員
で
未
就
業
の
方
が
対
象
に
な
り


ま
す 

ご
希
望
の
方
、
も
し
く
は
興
味
の
あ


る
方
は
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
一、
さ
い
。
 

(
宮 

5
7
1
6
1
0
0/ 司、� 

)

年
ド

度
」
と
言
オ
れ
る
金
融
危
機

が
も
た
ら
し
た
世
界
経
済
の
収
縮
が
長
引
き、

青
息
吐
息
の
状
態
が
続
い
て
い

る
。
円
本
ば

か
り
で
な
く
世
界
が
み
な
そ
う
で
あ
る
。

今
年
は
特
に
天
候
不
順
の
夏
で
あ

っ
た、

長
雨
で
ぐ
ず
つ
き
梅
雨
明
け
は
過
去
最
遅
の

八
月
四
日
、
暦
の
上
で
は
七
日
の
立
秋
か
ら

「残
岩
お
見
舞
い
」
に
な
る 

と
こ
ろ
が
盆

を
過
ぎ
て
か
ら

「残
暑」

と
い
う
よ
り

「暑

中
」
と
言
い
た
い
よ
う
な
暑
さ
が
続
い
て
い

る
。
加
え
て
日
本
列
島
は
天
下
分
け
目
の
政

治
決
戦
に
よ
り
、
五
十
五
年
間
も
続
い
た
自

民
党
が
下
野
し
、
新
し
く
民
主
党
主
導
の
連

立
政
権
の
誕
生
と
な

っ
た
。

経
済
不
況
に
よ
る
失
業
率
が
過
去
最
悪
の

六
%
台
に
迫
る
勢
い
、
こ
の
時
期
の
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
な
ど
、
問
題
は
山
積

し
て
い
る
が
一
刻
の
猶
予
も
な
く
速
や
か
に

対
応
し
て
頂
き
た
い
。

さ
て
、
当
セ
ン
タ
ー
も
役
員
改
選
と
な
り
、


雑
し
い
情
勢
下
の
舵
取
り
役
と
し
て
新
し
く


役
員
の
皆
さ
ん
に
は
頑
張

っ
て
頂
き
た
い
と


思
い
ま
す
。
久
し
振
り
に
新
規
独
自
事
業
も


ス
タ
ー
ト
す
る
よ
う
で
す
。


今
は
先
行
き
不
透
明
な
経
済
状
態
が
続
い

て
い
ま
す
が
、
い

つ
の
時
代
で
も
「
腔
史
は

く
り
返
す
」
と
一一一白
わ
れ
て
い
ま
す
よ
う
に
明

る
い
時
代
が
今
す
ぐ
そ
こ
に
や

っ
て
来
ま
す
、

希
望
を
失
わ
な
い
よ
、
つ
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

-
」
健
勝
を
お
祈
り
し
ま
す
。
広
報
委
員一

同

c

内� 

入
に

価
格
は
、
市
販
の
手
帳
と
比
較
す
る
と
約

怠
ど
の

側
生
長
産
業
大
竹
庖
さ
ん
の
ご
厚
意
に
よ

り
、
当
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
限
定

で
作
業
服

・
手
袋
な
ど
府
内
の
全
商
品
に
つ

(売
出
し
品
は
除
く
)
、
会
員
証
を
提

示
す
る
と
五

%
引
き
に
し
て
く
れ
ま
す
。
是

(

由

市

こ

始

め

実
施
場
所
は
、
元
町
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ロ

ン
の

一
階
、
旧
視
聴
覚
室
と
フ

ロ
ア
ス

ペ
ー

ス
の

一
部
分
を
活
用
し
て
フ
リ 
l
マ
ー
ケ
ッ

新鮮野菜が一杯

タ
ン
ス
や
押
入
に
眠

っ
て
い

る
遊
休
品
や

手
作
り
品

(洋
服
・
タ
オ
ル

・
民
芸
品
)
等

は
常
設
し
ま
す
が
、
生
も
の 

(自
家
野
菜

・


